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取組の概要 

住宅地付近を対象とした既存の「アダプト・ロード・プログラム」を拡充・発展さ

せるかたちで、付近に住宅がなく、地域の方々に清掃をお願いできない道路について、

企業による美化団体の支援制度を導入した。 
制度の仕組みは、企業に対して道路区域内（当面計画のない道路予定地）に一定規

模の広告看板の占用を認める反面、企業から美化団体に対して活動に必要な清掃用具

の提供などの支援をしてもらうというものである。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取組の紹介 

1 取組の背景 

・ 平成 13 年度から地域の方々に身近な道路の清掃等をしていただく「しずおかアダプ

ト・ロード・プログラム」を展開し、道路美化に取り組んできたが、付近に住宅がな

く、地域の方々に清掃等をお願いするのが困難な道路については、この制度での対応

がなかなかうまくできないのが実情であった。 
・ また、暫定供用時の未利用地などの道路敷地の有効活用や、厳しい財政状況の中で

も増え続ける道路の維持管理経費の節減が課題となっていた。 
・ そこで、そのような道路の美化推進を図るため、従来の協働をさらに発展させ、平

成 17 年度から、企業による美化団体への支援を条件に、道路への広告看板の設置を認

め、美化団体、企業、県の協働により、より良い道路環境を維持する取組を始めるこ

ととした。 
 
※ 「しずおかアダプト・ロード・プログラム」 

道路管理者（県）が地元自治会等の美化団体との間で、清掃・美化の活動について

協定を締結し、美化活動を支援する制度。道路管理者は美化団体に対して 1 箇所につ

き、事業実施初年度に美化活動のための資材（10 万円分）を提供し、以後、毎年度ア

ダプト参加者の保険料を負担する。 
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2 取組の具体的内容

・ 県土木事務所が対象地を選定し、美化団体の活動を支援することを条件に、企業に

対して、一般的には認められていない道路区域内への広告看板設置を許可している。 
  （道路法及び静岡県屋外広告物条例に基づき、広告看板の設置は一般的に認められな

いが、道路の美化推進事業への協力であることなどを理由に設置を許可している。） 
・ 広告面積は看板全体の 3 分の 1 以内とし、その作成及び設置費用は企業が負担する。 
・ また、県は広告面積に応じて道路占用料を徴収している。 
・ 美化団体は除草、清掃、花壇の設置・管理等を、企業はそれらの活動に対して飲み

物や清掃用具などを提供し、現在、県内の 3 箇所で、この事業が実施されている。 
・ なお、企業に対して、毎年度、美化団体への支援内容や美化団体の活動状況報告を

義務付けている。 
 

 （事業イメージ）               （写真） 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
3 取組の効果

・ 維持管理費の節減、地域のイメージアップ及び道路美化への関心の高まりといった

既存のアダプトプログラムの効果に加えて、県は、既存のプログラムに要していた費

用の負担がなくなるとともに、広告面積 1 ㎡あたり約 5,000 円の道路占用料を収入と

することができるようになった。 
・ また、企業には、イメージの向上、美化団体には、既存のプログラムと比較して、

年度ごとに美化活動に必要な資材等の支援が企業を通して柔軟に、かつ継続的に受け

られる、といった効果がそれぞれ認められ、これまで行政と地域住民との間で行われ

てきた従来型の協働から、企業を含めた新しい協働のスタイルを生み出すことができ

たと考えている。 
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4 取組中の課題・問題点

・ 事業を行うに際して、支援要請のため地元の企業を訪問したほか、屋外広告協会や

アダプトプログラムを全国的に推進している食品容器環境美化協会に対して説明を行

い、その協力を仰ぐなどして企業の掘り起こしを行った。 
・ こうした美化支援活動への協力に前向きな企業もあったが、支援企業の掘り起こし

に苦労している。また、美化団体・事業実施箇所・支援企業のマッチングも必要であ

り、今後の事業推進のため、県ホームページ等を通じたＰＲを行っているところであ

る。 
 
5 住民の反応・評価

・ 制度の試行段階での関係者へのアンケートや、一般県民から寄せられた意見では、

設置看板が交通の支障となることもなく、企業のイメージアップにもつながることか

ら、企業としては率先して参加していくべきであるし、道路管理者も当制度を推進し

ていくべきとの好意的な意見が多かった。 
 
6 今後の課題

・ 事業を行っている箇所が現時点で県内に 3 箇所と、数としてはまだ少ないため、県

ホームページや土木事務所を通じての企業及び住民への PR を一層推進して行く必要

がある。 
・ また、美化支援活動推進に全国的に取り組んでいる企業団体等を通じて、協賛企業

を掘り起こしていくことを検討している。 
 
（参考）当該取組内容の関連ホームページ

http://doboku.pref.shizuoka.jp/douro/kanri/dourobikasien.html          
 
 

担当部署：土木部道路管理室 
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